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早稲 田大学清 国 留学 生 部
一 そのカリキュラムと目本語教師一
吉 岡 英 幸
L清 国留学生部の沿革
明治29年(1896年)清国か ら初めての留学生13名が来 日して以来,そ
の数は年を追 って膨れ上 り,ピーク時には1万人以上に上ったと見 られて
いる。その留学生 を受け入れるための教育機 関も清国最初の留学生を預か







留学生を受け入れてきたが,それはのちに高田学監 び述べ て いるよ うに
「学校が特別の準備 をして此入達を教育 したと云ふのではない,外の学校
で語学や普進学 を習った入力婆 然 と此学校へ来 られて 一 ・日本人同様の教
育 を受げて居たと云ふ訳である,学校 の方では此人達 に対 して特別の設備
は一切 しなかった」(『早稲 田学報』122号)のである、それが 「明治三十八
年春更に清国留学生部特設の議を決 し,同年三月高田学長(当時は学監)は




南京,漢 口・武昌,長 沙,保 定・北京・天津・遼東を歴遊 して同年六月帰
朝せ られ,青 柳民を以て清国留学生部主事に任 じ」(r創立三十年紀年早稽
田大学創業録』〉清国留学生部 を開設するのであるが,そ の経緯について
は 『早稲田大学百年史 第二巻』に詳述 されているので,こ こではカリキ
ニラムに関わる主な事項を個条書き風 に記 してみる.
○明治38年7月発行の 『早稲 田学報』120号で清国留学生部章程が発表
される.組織編成は,予科,本 科,研 究科の3科 とし,予科は修業年限1
年で,目本語及び普通学を教授 し,本科への予備教育を行 ラ。本科は修業



















○誠 台40年5、弓{目発行の 『早稲田学報』1醤号で,章 程 を改定 し新入
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学年か ら3年卒業の普通科 を,その上 に3年卒業の優級師範科 を特設 し
て,9月の新年度から実施することを掲載。
これを組織図にして未すと次のようになる。
1予椰 町r→ 亜 ∫2動 一r物 靴 学科
(日本語及普通学)(師 範科の諸科目)一博物学科「
.一教育及歴史地理科.
旧 膿 獣 轟
律等を員本人学生と共、.)




○明治 紐 年7月20目,予 科第2回 卒業式 が行 われ,予 科卒 業生 認1名 に
証書 が授 与 された。 また本科第1学 年喪了生 は,物 理化学科76名,博 物
学科31名,教 育及歴吏地理科34名 の計141名で あった(『早 稲 田学 報 』
150号)。
○鴨治41年7月12日 師範科第1回 卒業式 び行 わ れ,物 遜化学科 叫 名,
博物学科41・名,教 育及歴史地理科47名 の計 三82名に証書 が授 与 され た
(『早稲 田学報 」62号)。 初 年度 の762名の入学 者 が3年 を経 て この数 にな
った もので ある.こ の学生達 からも う1年 の補 習科 開設 の要望 が 出 され,
1年σ)研究科 を開 くことにな る(同誌)。
○ 明治42年 フ月 王2目,研究科 び)卒業式 溝行 わ れ る。 物理化学科43名,
博物学科17名,教 育及歴史地理科20名,計80名 が卒業。 また,師 範科
も物理化学科55名,博 物学科31名,教 育及歴 史地理科1D名,合 計96名
が卒業す る(「早稲 田学報』1箔号)。
○明治 弔 年7月 の第27回 卒業式 において,高 国学長:ま「此度清国留学生
部 の普逓科 を出 ました者 が 斗7人あ ります,之 れ を限 餌 こ清国留学生部 を
閉づ る ことにな)ま す」〔ア早穏 田学報ヨ186号)と挨拶。開設 してまる5年
で清国留学生部は 閉鎖す ることに なつた、前年の42年 の卒業式 の 時厩 に
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閉鎖 を決めてお り,その学事報告で青柳 は予科 の卒業生775名,師範科
280名,研究科80名をお くり 「先づ以て心 を安 んじ得 る丈けの成績を挙
げ得た」(『早稲田学報』工74号)と総揺 を行っている。
清国の教育制度が整 うまでのいわぱ肩代 り教育 としての性狢を持クてい
た清国人 に対ナる留学生教育も,清国の教育体制が整い,留学生制度を見
直して普通学から専門学への質の転換 をはかるべ く留 目学生制隈を行 った
ため,一時万に達 した留学生も急激 に減少す る。他の国内の諸機関を見て




清 国留学生部章程 の大学暦 によ る学年は,9月H日 か ら翌年7月20日
まで で,前 期は9月11目 層2月 末,後 期は3月1日 ～7月20日 の2学 期
表i第24回(明 治38年9月～39年7月}予科学科課程及教授時数
学 科 前 期 廠1























i講 無 会言謡 職 文i5
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制 であった。明治38年 ～39年の予科学科課 程 及び1週 間 の授業 時数 は,
表1の よ うになってい る。2年 目の本科 の 日本語 の授業時数は
O政 法理財科 は前期 のみ10時 簡
○師範科 は3学 科 とも前期 のみ 「読方,会 話,目文法,作 文」 σ)10時間
○商科 は前期 のみ6時 間
となっている。 日本語 の授業時数は全 体の授業 時数 の半分で ある。2年 目
は政法理財科 は34時 間中の10時間で約3割,師 範科 はそれぞれ33,3ヰ,
31時問中の10時 間 で,こ れ も約3割,商 科 は30時 間中 の6時 間で2割
であ り,3年 目はいずれ の科 も 日本語の授 業 は零 となっている。
これ を当時 の留学生教育の本 山ともい うべ き宏文学院 の普逓科 のそれ と
比 ぺてみる。宏文学院 の普 逓科 は目本語 と普通学 を教授す ることを目的 と
し,3年 制 で各学年3学 期制 をとっているが,そ の第1学 年 の授業科 目と
時数 は表2の よ うになってい る。(ア増補 中国人 日本留学史』p80)
1年 目の年問 の 日本語 の授業時数 を平均す れぱ,18・7時問で,全 体 の授
業 時数 の約57%に 当た る。 清国留学生部 とほぼ同 じで ある。 第2学 年 は


















寧第3学 年の日本語は1学期と2学期が9時 問で,3学 期が10時間
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ら約27～30%。清国留学生部 と宏文学院 を比べると,授業時数 においては
1年目と2年目ではあまり差はないが,前 者が3年 目には目本語は不要 と
考えたのに対 し,後者は続 けて設置 したこと,更に全体の時間配分 を緩や
かに減 らしていったことに特徴がある。特に日本語入門期である1年 目の







予科の壬組の学生であった宋教仁は,そ σ)日記 『我之歴史』 の明治39年








































1午前1博 物学 日語,算 学 日 語
午後 体 操 図画,日 語 理 科
地 理
歴 史
(『宋 教 仁 の 日記 』p.140～141)
え,23日 の 日本語 の試験で 午前は4字,午 後は3字 問違 えた と記 してい
る。試験 が終 わって3.弓1日か ろ後期 の授業開始。宋教仁 は学校 に行 って
時間割 を写す と同時 に,自 習課 目も書 き入 れた表5を 作成 し.ている。月曜
か ら土曜 の午前9時 か ら午後7時 までの復習 を除 いたものが予科 の授業 で
ある。 日本語 は19時 間,後 期 か ら6時 間の英…吾をとることに.し,前期 よ
り7時 間増 えている。 この時闇割 は 斗月18日 に変更 が あ 弘1時 限 は午
前8時 か らに変更 されてい る。 目本語9)授業 は18時 間 にな ってい るほか,
各科 目の時 聞数 は変更 ない。朝8時 か ら夕方7時 まで とい う時問割 もかな
り厳 しい と思 われ るが,目 本語 と英語 とい う二 つσ)外国語 を同時 に学 ばな
けれ ばいけない とい うことも大 きな負担 と なった にちが いない。 明治40
年(1907)の新学期 か ら章程 を変更 し,1年 の予科 ・2年の本科 を廃止 し,3
年卒業 の普通科 と,そ の上 に3年 の優級師範科 を設 ける こととなった。結
局優級師範科 は清国留学 生部閉鎖 のため学生 を受 げ入れ る ことはなかった
が,先 述 のよ うに普通科 は47名 の卒業生 を出 した,そ の普通科の課程 表
が表6で ある、 この時 いっしよに発 表 され た優蔽 師範科 には 目本言吾の授業
は設置 されて いない。 目本 語 の授業時数 か ら見 ると,予 科 ・本科 の時 よ9
ややな だらかに減 って3年 目1こも学習 するよ うに配憲 きれ ている。経 験 を
踏 主えての改善 と考 え られ る。
2/ク ラス構成
『早稲田大 学報 告第2ヰ回`(明 治38年9月 ～明治39年8月 〉によ ると,
「当初五百名 を限Pて 収 容 し,五 十名一組 と して十班 を組成 し本年七月第
一 回予科 の授業 を完了 し」た とい ラ。先 に見た よ うに第一回予科 の入学者
一89一
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は762名との報告 があるが,恐 らく当初500人とい うr定員 を設:けた・が,当
時 の風潮 でやめる者 も多 く,特 にこの年は 「清 国留学生取締規則 」・事 件で
かな りの退学者 を出 した と考え られ る。それで・開講以降 も随 時入学補 充
を行 い,宋 教仁 のように前期 があと1か 月 とい う1月31日 に入学手続 き
を した学生 など含 め,762名という数字 になった もので,・常時'762名が10
-91一
クラスで授業 を受 けたわ けでは あ るまい。『早稲 田学報 』150号に第二 回
予科 の班 ご との卒業生名簿 が載 って いるが,班 名 と人数 は次 のとお りで あ
る。甲班47名 、乙班37名,丙 班50名,丁 班40名,戌 班39名,巳 班34
名,庚 班35名,辛 班29名,壬 班38名,癸 班32名,計381名 。最 も少 な
いクラス が29名,多 いクラスび50名 で ある。卒業試験不 合格者 が何入 か
いた として も,ク ラスサィズ は 当初 の基準5Q名 び大体守 られていた と考
え られ る。
この1ク ラスの人敷1ま予科 だけで な く師範科の場合 で も・物理化学科 に
7、った114名は 「之 は とて も一組 に しては完全な る教育 はで きないと云 ふ
所か ら,之 を甲乙 の二組 に分 け」r博物科は一組 で五十名,歴 史地理科 は
一組 で五十六名 で あった。」(『早稲 田学報』162号)とい う。予科,師 範科,
また教科 にかかわ らず50名 をr応 の基準 として クラス編 成 をし授業 炉行
われた よ うである。現 在 の 目本語教育 が1ク ラ スの学習者数 を10名前 後
を基準 とする考 えがあるの とは,余 奴 こ差 があPす ぎるが,状 況 が違 いす
ぎると考 えるべ きで あろ うかg
3)課 外活 動
清国留学 生部 が学生 のために企 函 した通常 の授 業以外 の課外活 動 として
は,以 下 のような行事 が記録 に残 ってい る。
○清国留学生部科外 講義
明治38年10月18日 午後 四時 よ9,清 国留学生部 の科外講義 が行 われ
た。講師は浮 田和民,青 柳教務主事開講 の辞 に次ぎ・ 「公徳 と私徳 との弁」
の漢題 にて演了,「反復 丁寧 に詳 説せ られた」(7早稲 田学報`工25号)とい
う.授 業 が始 まって1か 月 しかた っていない時期で あ り,い か に反復丁寧
に詳説 した として も,日 本語 を学習 し始 めたぱか りの学生 に講義 が理解 で
きる とは思 えない。 あるいは通訳 がづいたのかもしれ ない。以降科外講義
などの記録 は見当た らないが,少 な くとも最初は留学生 のため にこラした





滝本二理学士 の指導の下 に,二泊の予定で 箱根 に修学旅行を行 う(『早稲
田学報』148号)。なお,清 国留学生部での宿泊旅行は最初であった とい
う、 それ以降 も記録が見当た らないことを考えればこれが唯一の修学旅行
であった可能性 が高い。
3。 担 当科 目と講 師
清国留学生部 の授業 にあた った講師陣,特 に 目本語 の講 師 には どのよ う
な人 々が いるのか を見 るため,ア早稲 田大 学報 告■の清 国留学生 部の開設
され た第24回 か ら第2フ回 までの日本語 の授業 が設 置 されてい る学科 の担
当科 目と講師名 を抜 き出 してみる。 た だ し第25回(明 治39年9月 ～同40
年8月)は 『早稲 田大学報告』 が抜 げて いるので不 明で ある。 本稿 を書 く
に.あた って何回か足 を運 ん だ大学史編集所 の資料 の中 に,当 時 の校長鳩 山
和夫 の名前で東京府知事 宛σ)「準達願』,18名の教 師名 と担 当科 目 を列挙
した文部大臣宛 の ア教員 認可願己,さ らに18名 の教 師σ)履歴書 誤セ ッ トに
な って保 管 されて いることがわか った。正式 に提 出 され る前 の下書 きだ と
思われ るが,『進達願』は明治39年12月3目,「 教員認可願』は同年11月
30日,各講師の履歴書 は8月 か9月 の 目付 になっている。牧野伸顕文部大
臣名に よる18名 の教員認可状は同年12月10目 付 で出 されているが,そ
σ)中の1入 土量詮教 の履歴 書 に 「同39年9月 よ り清国留学生部 目語講師
ノ兼務 ヲ嘱託 セラル」 とあ り,日 付 は明治39年8月31目 となって いる。
『教員認可願』 の 日付 か らみ ると40年9月 か らの授業担当の もの とも考 え
られ るが,こ の中 の何人かは第26回 には教 えていない し,手 続 きが遅 れ
ることは当時 は珍 しくない。 この講師陣 を第24回 と第26回 の間 にいれ て
もFまとノレどの教師 力呈前年度カコら続 マ、て レ、る元』次年度 に続 くカ、で達矛口感 力主な
い ことを考 えても,こ れは第25回 の講師 と担 当科 目の もの と考えられる。
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表7第24回(明 治38年9月 ～39年8月)講義科目 ・講師
清国留学生部予科
i譲湘 嘩 師i講義湘i講 iI師II講義科目1講 師
日本語i西 村 粂蔵i理 科目 石川成 章i 唱歌
日本語 i富 田才次ii 理科 i甜 深造1





目本語 1金井 保 三1 理科 i草 野俊 助'、 図画
1!
酔 口大造i
日本講 …細 左右忍 運訳 ? 俊治i耀i山 盲 獅1
日本語 Ill波 岡茂輝II 通訳
1臨劉
歴史i煙 山専太郎1
1昧 諾 中村 剣 通訳
日本語i須 藤求 馬:・ 通訳 関 菊 磨i


























第25回 は新 たな 予科 と前年度 の予科修了者 のた めの本科 が開始 され てい
るが,科 目か ら見て第2回 目の予科 の ものと思 われ ので,こ れ を表8と し
て第25回 予科 の講義科 目 ・講師 に掲 げてお く。
第25回(明 治39年9月 ～斗0年7月)の 本科 の設置科 目と講師 が不 明で
あるが・ 目本語教師 は延べ に して36人 ・ 実際 には14人 が担 当 している。
学科課程表 には出て いない講義科 目が一っ ある。 通訳で ある.第 鍛 回 ・
_9ヰ_
25回の予科 で そ れ ぞ れ ヰ人 と3人,第26回 と27回 の普 通科 で3人 と1
入 が担当 して いる・ これ で見 ると・予科 で1言日本語 以外 の・人数 か ら見 て






日本語 本 国信 教 通訳






























.講義科目 講 師 講義科目 講 師
目本語 i土 肥 庸 元l/日本語1後 藤 龍 縁















日本語 ドヘ1局 橋 協1
目本語 1波岡茂 輝
日本語 1後藤 龍 縁!
・物理 i石 原 純







講 師ll講 義科 目
実吉 益 美i英 語
.石 田安 拾!体 操
河 村 信 一1体 操
















Ii生理及衛生1鵜 飼 二 郎i
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博物学科



















1!生理及衛生i鵜 飼 二 郎






















藤 野 了 祐1
吉目田公 重
背戸 太 郎
講義科目 講 師i講 義科目1講1=1師
1法政





















った ことがわか る。2年 目の本科 では通訳 の講師は配 されてお らず,原 則
として各科 とも日本語 で授業 を行 ったよ うで ある。組織編成 し直 された普
通科 の揚合,明 治40年 か らは募集 は行 っていないため,第27回 の1人 は
第26回 入学 の2年 生 を担 当したと 考 え られ る、 したがって,普 通科 の1









































わず かで はあるが通訳 をつけて授業 を行 った二こと力監わか る、 この ことは先
に学科課程表で見 たよ うに,日 本語 だけで各教科 の授業 を行 うには適 さな
い学科 課程編成 をとっていた ことを裏付 けるもので ある。
4.日 本語講師
現在わかっている清国留学生部4年 間の 日本語担当講師は全部で 聾名
であるが,各 々どのような履歴 を持ち,ど のような経緯で清国留学生部で
目本語教育に携わるようになったので あろうか。大学史編集所に保管 され
ている金井,津 田,須 藤 の3名を除 く11名の履歴書,そ の他調査 した資
料 をもとに各 自本語講師の背景 を見てみる。生年,清 国留学生部で初 めて
日本語 を教え始 めた時の満年齢,出身地,そ の他 目本語教師の背景 として












担当 し,同校 に留学 している清国留学生に対する目本語教育 を兼担す
る。その経験を買われ清国留学生部開設と同時に母校へ招聰 されたも
のであろう。 日本語だけでなく第27回(明治41年～42年)以降英語
も担当。明治 和 年4月 に早稲 田大学出版部か ら清国留学生用の 日本
語教科書 『日語話法』 を著わ している。同書は早稲閏大学図書館でマ
イクロフィルム化され閲覧に供されているが,学 監高田早苗 と主事青
柳篤憧の序 があり,緒言 によるとその作成 に当たっては第24回の目
本語の同僚教師富田才次,波 岡茂輝 に負 うところがあ った ≧ して い
る。助詞,動 詞,形 容詞,助 動詞の 尋編で構成され,日 本語の例 をあ








38年卒業と同時に清国留学生部の教壇 に立った。 大正13年3月 目付
の履歴書 には 「明治38年11月早稲田大学講師ヲ嘱託セラ レ英語教授




語教育 というものを知っている人 もほとんどいなかった であろうし,
書いても業績 として評価 されにくいという事情が あった た めで あろ










「明治三十一年十月ヨリ外務省監督 日華学堂国語教員嘱託 翌年 八月
伺堂廃止二付同月 ヨリ東京朝 日新聞翻訳部担任」とある。 目華学堂は
31年6月に高楠順次郎により創立。匠目華学堂 日記`の32年1月18
日に 「海野〔土屋詮教の旧姓)・林 田両君来堂,来 週よ り教授の分担 を
依頼す」 とあ弘1月24日 に 「此日・吉川・海野・林田の新米教師 を
学生一同に紹介`(r中国留学生史談』)とある。履歴書の記述は本人の
記億違いか。 その後中学校などで教員生活 を送 り,38年11月より早
稲田大学出版部編集員,39年9月 から日本語講師兼務 となっている。
F日華学堂 日記』の記述が正 しければ早稲田で教 え始 めるまでの 日本
語教育の経験は 目華学堂での7・8か月ということにな母。






年9月 から38年7月まで,専 門部と高等予科で英語 を担当している.




る直前の39年8月まで中央新聞社に勤務。履歴 書 に よる とその 間
「33年4月文芸研究の 目的にて欧羅巴に渡航し 誹 年8月 帰朝』 とな
っている。『熊本県人物誌』によるとこの渡欧は,川 上音二郎,貞 奴
らの舞台監督とし て同行 した とい う。のち文芸協会設立 に参画 し,








どでは 「教諭 ・教員」としているが台湾の履歴では 「教務勤務」とし
ているので,日本語教師としての赴任ではないようである。滞国後36
年7月 まで成城学校 に動務,9月から38年4月まで前橋中学で教諭心









年に改称した早稲田大学文学科 を卒業。37年1月 よ り38年4月まで
宏文学院で目本語 を教える。38年8月より早稲田大学清国留学生寄宿





び 「得業生名簿」 にはどこにもその名前が見当たらず,明 治 鍛 年の
r成績簿」の英語政治科2年級にのみその名前が記されてお り,2科目
に評点がついていた、そして,そ の欄には上から棒線 が 引かれ てい
る。 こめ資料からわかることは,金 井保三は明治 鍛 年の時点で東京
専門学校英語政治科に在籍していたが,卒 業はしなかったとい うこと





月よ り,支那政府か ら日本語を学ぶために派遣せ られた留学生を引き
受けて,国語 を教授するにあた り一 ・三十一年の夏か ら秋へかけてや




でき・東京専門学校 の同窓柏原文 太 郎(明治23年英語政治科に再入
学,26年卒業)がその設立にカを貸している。更に3工年留学生が多 く




亜商業学校 となるのであるが,恐 らく柏原 の紹介でこの大同学校で日
本語教師のスター トをきったのではないかと思われる。中国人のため





う。 授業 に対する学生の印象も強かったとみえ,初 年度第24回の入
学で師鑓科を優等で卒業し,明治42年研究科 を修了した葛祖蘭は,教




科 を主席 で卒業。26年から33年まで高岡,前橋,宇 都宮などの中学
校で教鞭 を執 る.33年か ら40年まで独逸学脇会中学校.で教員 とな
る.の ちの高名なこの歴史学者が清国留学生部で 日本語教育を行 うよ
うになったいきさつは不明だが,金井保三と親しかったといデ)のが







んだん若 くなり42年の留学生の場合,下 は17歳か ら上は32歳までで平
均は23.58歳であったとい う(『早稲田学報』174号の卒業式での青柳教務
主任の報告)。椴 年の高等予科の 目本人学生の平均年齢 が20歳である(同
一102一
誌〉ことを考えれば,や は り留学生の年齢層は高 く,講 師よ り年上の学生
も多かったことびわかる。 講師の出身地は,東 京が2人で10人は地方出
身者である。出身大学は,帝 国大学出身者 が3人で,母校出身者 が10人。
専門は邦語政治科 ・英語政治科が3人で,文 学科が10人である。 学歴の
中で特に英語と漢文を修 めた者が目につ く。13人のうち大学を終えたばか








る2人,最 も目本語教育経験が長 くその著r日 本俗語文典』は福井久蔵の
『日本文法史』(大目本図書,明治40年,p,3糾。『目語指南』はp.366)で
も取 り上げ られている金井保三と,著書 に協力者として富田才次 ・波岡茂
輝の名 を上げている若手の中心であった大宮貫三の存在が大きかったにち
がいない。特に大宮は全 日本語講師の中でただ1人第24回から第27回ま
での全期聞を通 して携 ってお り,清国留学生部の日本語教育に最 も大 きな
貢献 をした人物であると言えるであろう。
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